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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

本申請研究では配位プログラミングを利用して高度に情報化された新規セキュリティーデバイスの創成
を目指す。本年度は強い円偏光発光(CPL)を示すキラル希土類錯体の合成とその集積化に取り組んだ。希
土類錯体のキラル配位子として、軸キラリティーを有する2座配位子であるBINAPOと面不斉を有するカン
ファー型ジケトン配位子facamもしくはキラリティーを持たないhfaをEu(III)イオンの配位子として導入
した。得られた錯体は単結晶X線構造解析からその結晶構造をあきらかにした。その結果、同一の錯体の
配位子間に特徴的な水素結合相互作用が認められ、この水素結合が配位構造を強く固定化していることを
見いだした。いずれも590nm付近に5D0-7F1および614nm付近に5D0-7F2に相当する発光バンドを示し、それ
ぞれのバンドでCPLスペクトルが見いだされた。そのｇ値は[Eu(BIPHEPO)(D-facam)3]では-0.24、
[Eu((R)-BINAPO)(D-facam)3]では-0.44、さらに[Eu(TPPO)2(D-facam)3]では-0.49となった。またhfa配位
子を用いた錯体ではｇ値が比較的大きく、さらに蛍光量子収率が50％程度と非常に強い値が得られた。さ
らにこれらの錯体のポリマー分散膜についてCPL信号強度のマッピングを検討した結果、ホストポリマー
の極性に応じて特徴的なｇ値の分散が見いだされた。これは膜中で多様な配位構造が局所的に分布してい
ることに対応していると考えられる。 
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11．現在までの達成度 
 下欄には、交付申請書に記載した「研究の目的」の達成度について、以下の区分により自己点検による評価を行い、 
その理由を簡潔に記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

＜区分＞①当初の計画以上に進展している。 ②おおむね順調に進展している。 ③やや遅れている。 ④遅れている。 
（区分） 
（理由） 
 
 
 

 
12．今後の研究の推進方策 
 本研究課題の今後の推進方策について簡潔に記述すること。研究計画の変更あるいは研究を遂行する上での問題点 

があれば、その対応策なども記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載し 
ないこと。 

 
 
 
 
 
 
 

 
13．研究発表（平成２３年度の研究成果） 
  
※ 「13．研究発表」欄及び「14．研究成果による産業財産権の出願・取得状況」欄において記入欄が不足する 
   場合には、適宜記入欄を挿入し、それによりページ数が増加した場合は、左端を糊付けすること。 
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15. 備考 
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ること。 

http://mswebs.naist.jp/LABs/kawai/achievement.html 

 
 
 


